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2.15.2. 教員業績概要 
職名： 准教授 氏名： 亀田 昌志 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータシステム序論，基礎教養入門，コンピュータ入門 
(b) 研究科担当授業科目 
高性能計算特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当無し 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Abulajiang Abudrexiti, Masashi Kameda, et al, "Fast and Automatic 3-dimensinal Blood Vessels 
Visualization in MRA Images", 1st Workshop on Advanced Sensing and Imaging, 24o09, 2010.9. 
2) Masahiro Shirakawa, Masashi Kameda, "Optimum Frequency Band Partition and Quantization Using 
Kurtosis in Subband Image Signal", Workshop on Picture Coding and Image Processing, WP1-9, 2010.12. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1） 白川将寛, 亀田昌志, "符号化レートに対応した画像のサブバンド符号化における最適帯域分割", 映像情報メデ
ィア学会技術報告, AIT2010-103, pp. 41-44, 2010.7. 
2） 柴田博樹，亀田昌志， "陰影表現における稜線を捉えるための初心者向け対話的デッサン学習支援システムの検
討", 情報処理学会，第 73 回全国大会，2ZC-3, 2011.3. 
3） 對馬直哉，亀田昌志， "DCT 係数の符号情報に着目した構造情報圧縮手法の提案", 情報処理学会，第 73 回全国
大会，3T-3, 2011.3. 
4） 梅村靖子，亀田昌志， "粒状ノイズの付加における画像の領域と質感向上との関係", 情報処理学会，第 73 回全
国大会，3T-5, 2011.3. 
5） 高橋奈穂美，亀田昌志， "2 次 Bezier 曲線を用いた画像拡大法におけるグラデーション領域の歪み補正", 情報
処理学会，第 73 回全国大会，3T-7, 2011.3. 
(e) 研究費の獲得 
該当無し 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
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[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
AO委員会委員長（ソフトウェア情報学部） 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部入試広報委員会委員長，学部入試実施委員会副委員長 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
入試関連（大学進学懇談説明会，高校訪問，入試相談会等），学部将来構想検討グループ 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
電子情報通信学会査読委員 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
【題目】画像のサブバンド符号化における最適帯域分割に関する研究 
【概要】画像の高能率符号化の一手法であるサブバンド符号化は，入力画像をサブバンドと呼ばれる 2次元周波数
領域において異なる周波数成分に分解し，それぞれの信号の特徴に適した符号化を行うことで，高い符号化効率を
実現している．従来，サブバンド符号化における帯域分割は，全てのサブバンドの帯域幅が均等になるように行わ
れることが一般的であった．これに対して，入力画像の統計的性質に応じて，符号化後の画像に含まれる量子化雑
音電力を最小とするように，2次元周波数領域上の分割パターンを最適化する最適帯域分割が提案されている．これ
を実現するフィルタバンクに構成して実画像に適用することで，一般的な分割に比べて符号化性能は改善した． 
 このとき，最適帯域分割は量子化前の信号電力に基づいて分割パターンを決定しているために，符号化レートが
小さくなり，サブバンド信号の電力が変化した場合には，求められた分割パターンが最適なものになっていないこ
とが推測される．そこで，与えられた符号化レートに応じて分割パターンを最適化することにより，特に低符号化
レートでの性能改善を行う手法を提案する． 
 先行研究が信号電力をパラメータとして分割パターンの決定を行っていたのに対し，提案手法では，サブバンド
信号の分布形状に注目した．その理由は，信号の分布が符号化レートそのものに対応し，かつ，量子化による分布
形状の変化が画質の劣化と関係すると考えたからである．具体的には，信号分布を表すパラメータの一つである尖
度を用いて，優先的に量子化を行うサブバンドを決定し，量子化後に得られた信号電力に基づいて分割パターンを
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決定した．実験の結果，提案手法による符号化性能は，先行研究のものと比べて，低符号化レートの場合に，約 0.5[dB]
の改善があることが確認され，符号化レートに応じて分割パターンを最適化することの有効性が示された． 
 
【題目】術前検討支援を目的とした頭部 MRA画像からの脳領域抽出に関する研究 
【概要】医師が頭部の手術を計画する術前検討会において，病変部や血管の構造を把握するために，脳領域の 3次
元血管可視化が必要とされている．現在の臨床現場では，血管を撮影することができる頭部 MRA画像に対して，MIP
と呼ばれる投影法を用いた血管の描出処理が一般的に行われる．このとき，血管の投影に邪魔となる MRA画像にお
ける頭皮等の組織については，専門的な知識をもった技師の手作業による削除が行われており，この作業に対する
負担が大きいことが問題となっている． 
 そこで，本研究では，後の MIP処理で良好な血管可視化を行うことを目的として，MRA画像から脳領域を自動抽出
する手法を提案する．具体的には，脳を含む頭部内組織の構造と，MRA画像に描出された各組織の輝度変化に注目し
て，3次元データである MRA 画像に最小値投影法を適用することで，各スライス画像における脳領域と頭皮との間に，
それらとは異なる輝度値をもつ別の領域を挿入する．以上のように修正された画像群に対して，領域拡張法を適用
することで，複雑なパラメータの設定を必要としないで，脳領域を抽出することができる． 
 提案手法を実データに適用した結果に対して，臨床現場での有用性について検証した．評価は，MIP処理後の可視
化結果は，医師が術前検討会で議論するときに用いるものとして十分な品質を有しているか否かを観点とした医師
による主観評価と，MRA画像から脳領域を抽出するための処理時間を観点とした客観評価により行った．ここで，比
較の対象には，現場で行われているものと同様な技師により手作業で抽出された画像を用いた．その結果，提案手
法により得られた画像は，実験で用いた全てのデータについて，臨床的に問題なく十分に使用可能なレベルである
と判断された．また，提案手法の抽出処理に要する時間は，手作業の場合から約半分に短縮できることが明らかに
なった． 
 
【題目】初心者向けの対話的デッサン描画学習支援システムの開発に関する研究 
【概要】絵画を学習するときの基本的な訓練方法として鉛筆デッサンがあるが，書籍・テレビ番組，あるいは通信
教育による学習では，評価の方法やそれに要する時間の観点で問題が残されている．そこで，自宅にいながらも，
絵画教室の教師のように評価や指導を可能とする環境を実現することを目的として，対話的デッサン描画学習支援
システムを提案する．本システムでは，描画に関する学習項目を設定し，学習者によって描画された結果を評価し，
さらに学習のためのガイドを提示する機能を有する．これまでは，モチーフをとらえたときの比率と奥行きを学習
項目としたシステムを開発し，学習効率に改善がみられたことを評価実験によって確認した． 
 ここで，鉛筆デッサンに関する学習書を調査したところ，初心者に対する基本的な学習項目として，先行研究で
注目した比率の他に，陰影が挙げられていることがわかった．そこで，本研究では，対話的学習という先行研究の
特徴を継続して，鉛筆デッサンにおける陰影の基本を習得するための学習支援システムを開発する． 
 デッサンにおける陰影を表現するための一つに「稜線」と呼ばれるものがある．稜線とは，モチーフの形に沿っ
た陰影の変わり目として定義されている．ある照明の環境にモチーフが置かれた場合に，この稜線の位置と形状を
正しく示すことができれば，陰影表現における鉛筆デッサンの基本的な部分を理解したとみなすことができる．本
研究で開発したシステムでは，学習者がモチーフを観測した後で，指定されたシートの上に 3 階調の陰影表現を意
味する 2本の稜線を自由に記入する．その後，システムは本シートを読み込み，先に求められた正解画像と比較を
行うことで，稜線の位置および形状について評価を行い，その結果を学習者にフィードバックする．このフィード
バックの際のガイドラインの内容は，学習者が自分の学習レベルに合わせて 3段階の中から選択できるようにした． 
本システムを使用した鉛筆デッサンにおける陰影学習を 11人の初心者を相手に実施した．それぞれの学習者には，
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学習を行った後に，アンケートに基づいて学習の満足度に関する調査を行った．その結果，陰影学習における稜線
の理解と，ガイドラインを用いた対話的な学習方法について，高い評価が得られた．一方で，描画から評価までの
一連の操作に要する時間が長いというシステム運用面における課題が残されている． 
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職名： 講師 氏名： 松田 浩一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータシステム序論，情報処理演習（総合政策学部） 
(b) 研究科担当授業科目 
コンピュータグラフィックス特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
学外の学生と研究についてディスカッションを行うことで，テーマを深く考えさせることを目的とし，毎年 9月に
開催されている「ビジュアル情報処理研究合宿」に参加させている．本合宿は，ポスター形式で 1時間の発表時間
があり，特に 4年生にとっては初めての学外における発表機会で，関連分野の他の学生との議論が非常に大きな刺
激となっている．また，大学院生にとっても，他大学で研究されている内容を知り，初めて見る内容について議論
をするという良い機会となっている． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
該当無し 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 松田浩一，佐々木敏秋，江原茂，小豆島正典，世良耕一郎，" WindowsPC 上における PET-CT Viewer の開発"，
第 16 回ＮＭＣＣ共同利用研究成果発表会，p.7，2010.05. 
2) 万谷勇輝，松田浩一， "Mo-Cap データを用いた 2D アニメーション表現の 3D 化インターフェース", 芸術科
学会，NICOGRAPH 第 26 回秋季大会，P08, 2010.09. 
3) 高橋裕次郎，松田浩一， "術前検討のための MRA-MIP 連動表示システム－MIP 表示上からの血管中心に沿っ
た指定法の提案－", 芸術科学会，NICOGRAPH 第 26 回秋季大会，P14, 2010.09. 
4) 熊谷翔太，松田浩一， "塗装作業における技能差の評価のための一検討", 情報処理学会，第73回全国大会，1ZC-9, 
2011.03. 
5) 菊地愛，松田浩一， "さんさ踊りにおける下半身動作の特徴の抽出方法における一検討", 情報処理学会，第 73
回全国大会，2ZD-7, 2011.03. 
6) 最上恒義，郡未来，松田浩一，清家久美子，海賀孝明， "地域伝統舞踊の基本動作における腰の「落とし」動作
の定量化", 情報処理学会，第 73 回全国大会，6ZA-6, 2011.03. 
7) 中村範斗，松田浩一， "歩行リハビリ支援のための腰部に着目した変化の定量化", 情報処理学会，第 73 回全国
大会，6ZE-3, 2011.03. 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金 若手研究(B), "地域伝統芸能伝承のための「こころ・指導プロセス」をふまえた教材の開発", 研
究代表者，600,000 円． 
2) 日本アイソトープ協会滝沢研究所研究助成，" PET-CT画像診断支援ソフトウェアの開発"，研究代表者，1,000,000
円． 
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3) 関東自動車岩手工場,  "「作業／カンコツのデジタル化」を実現する手法の研究開発"，研究代表者, 1,200,000
円． 
4) 岩手県立大学公募型地域課題研究, "伝統芸能伝承のためのコンテンツ作成技術に関する研究－演舞の間とメリ
ハリのデジタル化－"，研究代表者, 600,000 円． 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
教務委員会，総務委員会 
(c) 学生支援 
テニスサークル顧問 
(d) その他 
該当無し 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本図学会 理事 
2) 画像電子学会 ビジュアルコンピューティング研究会 運営委員 
3) 画像電子学会 ゲスト編集委員 
4) 情報処理学会 グラフィクスと CAD研究会 運営委員 
5) 論文査読（芸術科学会論文誌 1本，情報処理学会論文誌 1本，画像電子学会論文誌 1本） 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
【題目】PET-CTにおける興味領域の選択的可視化法に関する研究 
PET-CT は全身を 30 分程度で腫瘍の原発，転移の診断が可能であるが，専門外の部位においての診断には困難な
場合も見受けられる．PET-CT は PET と CT の全身（膝上から上半身）画像合わせて 1000 枚を超える場合もあり，
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PET-CT における診断医の負担を少しでも軽くするために PET-CT での診断支援システムが必要とされている．本
研究では，既存のシステムについて調査し，(1)ウィンドウレベルを手動で調整しないと興味領域を見やすく表示で
きない，(2)ウィンドウレベルで選択した範囲を超えた部分が，すべて黒や赤となるため，設定した値によっては，
全体が黒や赤で埋め尽くされて見にくい，(3)ウィンドウレベルの手動による選択では，指定した範囲外の注目すべ
き領域を見落とす可能性がある，といった課題を見つけ，それらの課題に対応する解決方法についてそれぞれ提案・
実装を行った． 
(1)については，興味領域を指定すると，その領域内の情報に最適化するようなウィンドウパラメータの自動計算
を行い，表示する手法を実現し，(2)については，ウィンドウレベルで設定した範囲外の数値についても表示するた
めのダイナミックレンジの拡大方法を提案・実装し，また，(3)については，初期の 1 センチ級の腫瘍が球状である
こともとに，1 センチ程度の球に近い程度を計算し，提示することで 1 センチ級の腫瘍の可能性を提示する手法を提
案・実装した．  
 
【題目】歩行の評価方法に基づいたリハビリ効果の可視化法 
実用歩行訓練に対して行われるリハビリテーション効果の評価というのは理学療法士が臨床の際に効果を目で見
て主観で判断している．しかし，その判断要素の中で効果がどの程度であったか見るだけで分かりやすい評価要素
と，分かりづらい評価要素がある．そのため，目では見えづらい評価要素における歩行の変化をグラフや数値とし
て見ることによってリハビリの効果を定量的に見たいという要求がある．本研究では，感覚的に捉えている要素の
うち，(1)歩行周期における各期の変化，(2)歩行周期の乱れの変化，(3)肩および腰のひねり，に着目し，数値化・可
視化することを目標とした．本研究では，加速度と角速度を同時計測できる無線センサを用い，前述の要素を数値
化し，それを可視化するシステムを構築した．(1)歩行周期における各期の変化は，「踵が着く」｢踵が離れる｣「爪
先が離れる」といった区切りが必要であり，踵と爪先にセンサを装着してデータを取得して区切りを検出・数値化
し，それらのリハビリ前後での推移を数値化した．(2)歩行周期の乱れの変化は，踵に付けた角速度センサのデータ
から検出・数値化し，リハビリ前後での推移を数値化した．(3)肩および腰のひねりの変化は，背中と腰に角速度セ
ンサを装着し，ひねり成分の相関をとることでリハビリ過程における変化を数値化した．以上により，本研究で着
目した要素について，他のシステムでは行えなかった理学療法士のリハビリ効果の評価の支援を実現した． 
 
【題目】郷土芸能における技能の可視化法 
技能は感覚的に伝えられることが多く，教える側も教わる側も具体的な情報伝達手段があれば，という要望があ
る．この課題に対して，本年度は，(1)舞踊の基本動作の「落とし」の感覚，(2)和太鼓の手・腕の連動，(3)さんさ
踊りにおけるひねり動作，の 3つの技能について取り組んだ． 
(1)，(2)のテーマについては，加速度センサ，(3)のテーマについては，角速度センサを用いた特徴抽出方法の検
討および抽出実験を行った．(1)については，腰部に加速度センサを装着し，腰を落とす際の重力加速度の変化に着
目し，その分類方法および，分析方法を提案した．(2)については，手首・前腕・上腕に加速度センサを装着し，振
り下ろしの際のそれぞれの部位の加速度の変化を取得し，分析方法を提案した．(3)については，腰と背中に角速度
センサを装着し，タイミングのずれを分かりやすく提示できる計算方法を提案した． 
以上の実験から，加速度は，力をどの程度入れているか，また，力をどの程度抜いているか，といった意識的な
力の動きが分かりやすくなることが判明し，また，角速度は，回転動作における動きの意識の程度が分かりやすく
なることが判明した． 
  
